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本日、愛知県豊田市の養豚農場で豚コレラ患畜が確認されました。 

飼養者の皆様には、消毒による人・車両等を介したウイルスの侵入防止対策、飼養

豚の毎日の健康観察による異常豚の早期発見・早期通報、肉及び肉製品を含む可能

性のある食品残渣の適正使用や野生動物との接触防止等の飼養衛生管理基準の遵守

の再徹底をお願いします。 
1.農場の概要 

所在地：愛知県豊田市 

飼養頭数：繁殖豚1,140頭 

肥育豚5,500頭 

2.経緯 

（１）2月４日（月曜日）、愛知県豊田市の養豚場 

から飼養豚が食欲不振・元気消失等の症状を 

呈していると通報を受け、愛知県中央家畜保 

健衛生所による立入検査を実施しました。 

（２）2月５日（火曜日）、愛知県が実施した検査に 

おいて、豚コレラを疑う結果が得られたため、 

農研機構動物衛生研究部門（注）に送付し、 

精密検査を行ったところ、本日、豚コレラの 

患畜であることが判明しました。 

（３）愛知県内の関連農場の他、発生農場から豚が移 

動していた長野県、岐阜県、滋賀県及び大阪府 

の関連農場においても、豚コレラの疑似患畜が 

確認されました。 

（４）これを受けて、「豚コレラに関する特定家畜伝染病防疫指針」に基づき、本日「農林水産省 

豚コレラ防疫対策本部」を開催し、今後の防疫措置について対応方針を決定いたしました。 

（注）国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構動物衛生研究部門：国内で唯一の動物衛

生に関する研究機関 

3.今後の対応 

（１）愛知県及び岐阜県との連携の確認のため、小里農林水産副大臣を愛知県及び岐阜県に派遣。 

（２）感染経路の究明のため、国の疫学調査チームを愛知県へ派遣。 

（３）発生が確認された長野県、岐阜県、愛知県、滋賀県及び大阪府の農場への早期の殺処分等の

防疫措置の徹底 

（４）愛知県及び岐阜県下の全農場に対し、農場の消毒や野生動物の農場内への侵入防止等の飼養

衛生管理基準の遵守に関する指導を改めて徹底すること。 

 

中 央 家 畜 保 健 衛 生 所 

村山地域家畜畜産物衛生指導協会 

〒990-2161 山形市漆山 736 番地 

  Tel  023-686-4410 

  Fax  023-686-5715 

 

：養豚農場 

と畜場  

（出典）第１回愛知県豚コレラ緊急対策会議資料  



 

豚飼養者の皆様におかれましては、飼養衛生管理の徹底や早期摘発の

ための監視の強化に引き続き万全を期していただくようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
≪豚コレラ≫ 

感染豚は41度以上の発熱と食欲不振や、うずくまりといった症状に加えて、発熱時には血液中に

ウイルスが出現し、白血球減少症を起こす。 

急性では、運動失調、後躯麻痺等の神経症状が現れ、数日から2週間で死亡する。慢性では一旦

回復するが再び発熱、食欲不振となり、削痩し1カ月から数ヶ月で死亡する。 

（出典）国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構動物衛生研究部門 

日本では家畜伝染病予防法で家畜伝染病に指定しており、平成４年の発生を最後に平成19年４月

に清浄化し、平成27年５月にはOIEより豚コレラ清浄国の認定を受けています。 

豚コレラは豚、いのししの病気であり、人に感染することはありません。また、感染豚の肉が市

場に出回ることはありません。 

 

 

 

 

万一、豚コレラを疑うような症状を見つけた時は、中央家畜保健衛生所までご連絡ください！ 

中央家畜保健衛生所 ０２３－６８６－４４１０（休日・夜間共通） 

（出典）国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構動物衛生研究部門 

（出典）山形県農林水産部畜産振興課  

 

     


